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建国記念の日  

 

 空手教室 
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 二タ田 

 

親子教室 下田 
 

 

栄養教室 足込 

 

 三ッ石 
 

健康体操  

 本郷 
 

 グランドゴルフ大会 
 

 

 三輪 

  

  

  

 

緑風園生きがい 
デイサービス 

生涯学習 

まめともクラブ 

1月 

2火 

3水 

4木 

5金 

6土 

7日 

8月 

9火 

10水 

11木 

12金 

13土 

14日 

16火 

15月 

17水 

18木 

19金 

20土 

21日 

22月 

23火 

24水 

25木 

26金 

27土 

28日 

～表紙の写真について～
人口と世帯（12月末日現在） 

納税等（納期限3月1日） 

住民基本台帳+外国人登録 

人　口 4,062人 （±0） 

 男 1,895人 （＋1） 

 女 2,167人 （－1） 

世帯数 1,720世帯 （＋3） 
※（　）内は前月比 

固 定 資 産 税  

国 民 健 康 保 険 料  

後期高齢者保険料 

介 護 保 険 料  

保 育 料  

水 道 使 用 料

下 水 道 使 用 料

農業集落排水使用料 

住 宅 使 用 料

1 月 10 日、東栄中学校で成人式が行われまし

た。今年は、35 名の新成人のうち 30 名が参

加し、成人となった喜びと決意を新たにしまし

た。個性あふれる振袖やスーツ姿で、なつかし

い恩師や友人たちとの再会に写真を撮りあっ

ていました。また、式のアトラクションではバ

イオリンとピアノの演奏が行われ、会場は美し

い音色に包まれ

ました。（成人

式の様子は 11

ページでも紹介

しています）
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愛知大学との連携・協力協定
　

2
0
0
7
年
7
月
に
東
栄
町
と
愛
知
大

学
と
の
間
で
連
携
・
協
力
に
関
す
る
協
定

が
締
結
さ
れ
て
か
ら
、
2
年
半
が
経
過
し

ま
し
た
。
こ
の
間
、
協
定
に
定
め
ら
れ

た
地
域
連
絡
協
議
会
が
定
期
的
に
開
催
さ

れ
、
協
定
第
１
条
で
目
的
と
し
て
謳
わ

れ
て
い
る
「
地
域
社
会
の
発
展
と
人
材
育

成
に
寄
与
す
る
こ
と
」
に
一
定
の
成
果
が

お
さ
め
ら
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
私
自
身
も
、
愛

知
大
学
三
遠
南
信
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

長
と
し
て
（
2
0
0
9
年
1
月
ま
で
）、

ま
た
愛
知
大
学
学
長
・
理
事
長
と
し
て

（
2
0
0
8
年
8
月
か
ら
）、
東
栄
町
と
の

連
携
・
協
力
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ

と
認
識
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
機
会
を
与

え
て
い
た
だ
い
た
東
栄
町
の
関
係
者
の
皆

様
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
心
か
ら
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
と
り
わ
け
、
地
域
づ

く
り
は
地
域
住
民
が
自
ら
取
り
組
む
べ
き

仕
事
で
あ
り
、
行
政
は
そ
う
し
た
住
民
の

主
体
的
な
取
組
み
を
側
面
的
に
支
援
す
る

立
場
に
あ
る
と
い
う
一
貫
し
た
考
え
方
に

基
づ
い
て
地
域
づ
く
り
た
め
の
環
境
整
備

を
進
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
は
、
高
く
評
価

す
べ
き
で
あ
り
、
他
地
域
で
の
地
域
づ
く

り
に
お
い
て
も
大
い
に
参
考
に
さ
れ
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た

住
民
の
主
体
的
取
り
組
み
に
愛
知
大
学
の

教
職
員
や
学
生
が
連
携
・
協
力
し
、
地
域

づ
く
り
の
あ
る
べ
き
姿
に
関
し
て
様
々
に

考
え
る
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と

は
、
ま
さ
に
協
定
の
目
的
に
資
す
る
も
の

と
言
え
ま
す
。
企
業
懇
談
会
、
地
域
づ
く

り
講
演
会
、サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
、様
々

な
形
で
連
携
・
協
力
が
進
め
ら
れ
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
改
め
て
こ
れ
ま
で
の
成

果
、
到
達
を
点
検
・
評
価
し
、
さ
ら
に
一

体
感
を
持
っ
て
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
こ
と
は
両
者
に
と
っ
て
有
益
で
あ
る
と

信
じ
て
疑
い
ま
せ
ん
。

　

三
遠
南
信
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
長
の
岩

崎
正
弥
で
ご
ざ
い
ま
す
。
連
携
セ
ン
タ
ー

発
足
当
初
よ
り
、
と
り
わ
け
東
栄
町
の

皆
さ
ま
に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま

す
。
す
で
に
2
0
0
5
年
以
来
、
古
戸
地

区
、
中
設
楽
地
区
、
月
地
区
、
東
薗
目
地

区
で
の
調
査
や
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
事
業

の
支
援
な
ど
、
教
職
員
の
み
な
ら
ず
学
生

も
含
め
、
皆
さ
ま
か
ら
お
話
を
お
聞
き
し

た
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
ら
せ
て
い
た
だ

い
た
り
、
研
修
会
や
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
し
た
り
、
実
際
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
り
し
て
き
ま
し
た
。
時
に
は
「
こ
ん

な
調
査
を
し
て
何
に
な
る
ん
だ
」
と
お
叱

り
を
受
け
た
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
私

ど
も
は
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
あ
る
い
は

外
部
か
ら
や
っ
て
く
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し

て
、
少
し
で
も
東
栄
町
の
ま
ち
づ
く
り
の

お
役
に
立
て
れ
ば
と
考
え
て
活
動
を
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
調
査
結
果
を

地
元
に
わ
か
り
や
す
く
お
返
し
し
、
継
続

的
に
か
か
わ
り
つ
づ
け
る
と
い
う
姿
勢
が

や
や
欠
け
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ

の
こ
と
を
深
く
反
省
し
、
こ
れ
か
ら
の
私

ど
も
の
課
題
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
連
携
セ
ン
タ
ー
自
体
は
今
後
改
組

さ
れ
る
予
定
で
す
が
、
教
育
人
材
育
成
に

関
す
る
事
業
は
、
豊
橋
校
舎
に
設
置
構
想

中
の
「
地
域
政
策
学
部
」
に
お
い
て
可
能

な
か
ぎ
り
継
承
し
て
い
く
は
ず
で
す
。
地

域
現
場
教
育
が
重
視
さ
れ
ま
す
か
ら
、
今

ま
で
以
上
に
東
栄
町
の
皆
さ
ま
に
お
世
話

に
な
る
機
会
も
増
え
そ
う
で
す
。
大
学
に

と
っ
て
は
教
育
等
の
場
と
し
て
、
東
栄
町

の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
は
元
気
な
ま
ち
づ
く

り
事
業
の
推
進
と
し
て
、「
連
携
協
定
事

業
」
を
軸
に
両
者
が
う
ま
く
融
合
し
て
い

く
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

三遠南信地域連携センター長

岩崎　正弥氏

愛知大学学長・理事長

佐藤　元彦氏



　

東
栄
町
と
愛
知
大
学(

豊
橋
市)

は
、

平
成
19
年
6
月
22
日
、
地
域
づ
く
り
に
関

し
て
、
連
携
と
協
力
を
し
て
い
く
た
め
の

調
印
を
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
よ
り
両
者
が
連
携
し
て
、教
育(

生

涯
学
習)
や
産
業
振
興
な
ど
に
つ
い
て
人

材
や
資
源
を
活
か
し
て
様
々
な
交
流
を
通

じ
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

特
に
地
域
づ
く
り
の
面
で
は
、
愛
知
大

学
内
に
あ
る「
三
遠
南
信
連
携
セ
ン
タ
ー
」

と
の
連
携
、
人
材
育
成
で
は
教
育
イ
ン

タ
ー
ン
と
し
て
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
開
催

や
、
三
遠
南
信
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
へ
の

職
員
派
遣
な
ど
双
方
に
と
っ
て
よ
り
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
き

ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

①
元
気
な
地
域
づ
く
り
支
援
事
業

　

東
栄
町
が
平
成
18
年
度
に
着
手
し
た

「
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
の
支
援
と

し
て
、
と
り
わ
け
過
疎
の
進
ん
で
い
る
集

落
お
よ
び
行
政
区
の
維
持
・
再
生
の
た
め

の
「
地
域
力
の
点
検
」「
地
域
課
題
の
抽

出
」、「
地
域
を
元
気
に
す
る
力
を
引
き
出

す
」
こ
と
の
方
向
性
を
探
り
、
地
域
づ
く

り
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

東
薗
目
地
区
を
対
象
を
し
て
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。

・
事
業
調
査
の
視
点

・
具
体
的
に
・
・
・

　

平
成
19
年
度
よ
り
学
生
ら
が
東
薗
目
地

区
の
調
査
を
行
い
、
平
成
21
年
に
は
東
薗

目
地
区
住
民
を
対
象
に
現
地
報
告
会
を
行

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
地
区

協
議
組
織
立
ち
上
げ
の
た
め
、
交
流
か
ら

始
め
る
と
い
う
こ
と
で
東
薗
目
地
区
住
民

と
学
生
の
交
流
会
も
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
生
の
地
域
づ
く
り
サ
ポ
ー

タ
ー
に
よ
る
農
産
物
の
販
売
活
動
と
し

て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
な
さ
と
ぐ
る
ー
ぷ
と

協
力
し
、
平
成
21
年
6
月
よ
り
毎
週
土
曜

日
子
ど
も
未
来
館
（
豊
橋
市
）
に
て
東
栄

町
の
高
齢
農
家
の
余
剰
野
菜
販
売
を
行
い

ま
し
た
。

②
健
康
づ
く
り
大
学

　

平
成
19
年
度
に
健
康
づ
く
り
大
学
東
栄

キ
ャ
ン
パ
ス
事
業
基
本
計
画
が
策
定
さ

れ
、
事
業
主
体
と
し
て
産
学
官
連
携
に
よ

る
「
東
栄
町
健
康
づ
く
り
大
学
推
進
協
議

会
」
を
設
立
し
、
三
遠
南
信
地
域
連
携
セ

ン
タ
ー
長
も
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て

平
成
20
年
度
・
21
年
度
も
加
わ
っ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
21
年
6
月
に
開
催
さ
れ
た

健
康
づ
く
り
大
学
で
は
、
愛
知
大
学
の
落

語
研
究
会
の
学

生
に
協
力
い
た

だ
き
、
落
語
鑑

賞
を
行
い
ま
し

た
。

連
携
協
定
事
業

愛知大学との連携・協力協定

44

平成 19年 6月 22日調印式のようす

役割 

目的 

成果 

地域 
（集落・住民） 

町 
（行政） 

大学 

主体 

気づき 

具体的な 
活動 

支援体制 
の構築 

モデル化 
の研究 

施策への 
反映 

連携手法 
の構築 

協働 サポート 

大学生が東栄産野菜を販売（豊橋市にて）

健康づくり大学推進協議会



③ 

小
学
生
の
夏
季
休
暇
支
援
事
業
（
教
育

イ
ン
タ
ー
ン
）

　

平
成
20
年
度
よ
り
、
夏
休
み
期
間
を
利

用
し
て
学
生
が
講
師
と
な
り
、
生
涯
学
習

の
一
環
と
し
て
勉
強
会
（
サ
マ
ー
ス
ク
ー

ル
）
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
勉
強
だ
け
で

な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
や
ス
イ
カ
割
り
な
ど
大

学
生
の
お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん
と
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

④
町
職
員
の
派
遣

　

平
成
20
年
度
、
東
栄
町
職
員
一
名
を
三

遠
南
信
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
へ
派
遣
し
、

連
携
協
定
に
基
づ
く
事
業
や
大
学
側
の
事

業
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

⑤
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業

　

平
成
21
年
度
は
、
愛
知
大
学
生
3
名
を

5
日
間
受
け
入
れ
国
土
交
通
省
事
業
の
地

域
づ
く
り
イ
ン
タ
ー
ン
3
名
と
協
力
し
、

町
内
を
散
策
し
、
町
民
と
交
流
し
な
が

ら
名
人
紹
介
の
マ
ッ
プ
作
り
を
行
い
ま
し

た
。

⑥ 

地
域
連
携
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

事
業

　

Ｇ
Ｉ
Ｓ
と
は
、
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
と

も
い
い
、
文
字
や
数
字
、
画
像
な
ど
を
地

図
と
結
び
つ
け
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
に

再
現
し
、
位
置
や
場
所
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
を
統
合
・
分
析
し
、
分
か
り
や
す
く

地
図
表
現
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
仕

組
み
で
、
行
政
や
生
活
な
ど
、
幅
広
く
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

現
在
、
学
内
で
東
栄
町
地
域
分
析
に
利

用
す
る
空
間
デ
ー
タ
の
構
築
と
管
理
を
ゼ

ミ
や
学
生
の
卒
業
研
究
な
ど
と
し
て
取
り

組
み
中
で
す
。
ま
た
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
含
め
た

東
栄
町
の
財
産
管
理
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

来
年
度
は
、
引
き
続
き
シ
ス
テ
ム
づ
く

り
事
業
に
取
り
組
み
、

①
東
栄
町
の
防
災
シ
ス
テ
ム
の
試
作

②
東
栄
町
の
資
源
マ
ッ
プ
の
作
成

③
東
栄
町
の
バ
ス
路
線
の
検
討
な
ど
を
東

栄
町
と
共
有
実
験
を
行
い
ま
す
。

平成22年2月号  No.6025

愛知大学との連携・協力協定

古戸地区敬老会　9月 19日
愛知大学落語研究会

三
遠
南
信
地
域

　
　

連
携
セ
ン
タ
ー
と
は
？
？

　

研
究
実
績
を
踏
ま
え
、
三
遠
南
信

地
域
（
三
河
・
遠
州
・
南
信
州
）
な

ど
に
か
か
わ
る
研
究
事
業
や
産
学
官

連
携
を
進
め
、
地
域
づ
く
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
し
地
域
の
活
性
化
、

再
生
、
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
2
0
0
4
年
10
月
に
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
遠
南
信
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
は

愛
知
大
学
豊
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。



2　月
16 日
（火）

町内全域
役場研修室
9：00～ 17：0017 日

（水）

18日
（木）

布川
布川荘
9：30～ 11：30

古戸
上古戸生活改善センター
13：30～ 16：00

19 日
（金）

足込
足込生活改善センター
9：30～ 11：30

御園
御園第二集会所
13：30～ 16：00

22 日
（月）

町内全域
役場研修室
9：00～ 17：00

23 日
（火）

別所・寄近・小野・
二夕田

役場研修室
9：00～ 16：00

24 日
（水）

長沢・平井・親所・
沢下

百寿荘
9：30～ 15：00

25 日
（木）

中設楽
中設楽生活改善センター
9：30～ 15：00

26 日
（金）

東薗目
東薗目荘
9：30～ 11：30

三ツ石・川角・西薗目
川角集会所
13：30～ 16：00

3　月

1 日
（月）

柿野・尾呂
柿野集会所
9：30～ 11：30

月
月集会所
13：30～ 16：00

2 日
（火）

町内全域
（山林所得、譲渡所得、株式
譲渡所得のある人）

役場研修室
9：00～ 17：00

3 日
（水）

市場・松ノ本・堀田・
金紫住宅

役場研修室
9：00～ 16：00

4 日
（木）

町内全域
役場研修室
9：00～ 17：00

5 日
（金）

本郷・加久保・中在家・
三ツ瀬

本郷荘
9：30～ 15：00

8 日
（月）

粟代・小林
親和荘
9：30～ 15：00

9 日
（火）

深谷・市原
三輪コミュニティセンター
9：30～ 11：30

日向・日陰・横引
畑集会所
13：30～ 16：00

10 日
（水）

奈根
奈根集会所
9：30～ 11：30

11 日
（木）

町内全域

役場研修室
9：00～ 19：3012 日

（金）

15日
（月）

役場研修室
9：00～ 17：00

　

町
県
民
税
の
申
告
受
付
相
談
を
次
の
日

程
で
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
昨
年
の
1
月
か
ら
12
月
ま
で

の
所
得
状
況
を
申
告
し
て
い
た
だ
き
、
町

県
民
税
の
課
税
資
料
と
す
る
も
の
で
、
国

民
健
康
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
保
険
料
、

介
護
保
険
料
、
保
育
料
な
ど
の
算
定
基
礎

に
も
な
り
ま
す
。

　

申
告
が
な
い
場
合
は
、
各
種
保
険
料
の

軽
減
が
受
け
ら
れ
な
い
ば
か
り
か
、
所
得

証
明
書
の
発
行
も
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
忘

れ
ず
に
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。
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平
成
21
年
1
月
1
日
現
在
東
栄
町
に

住
所
が
あ
り
、
次
の
「
申
告
の
必
要
が

な
い
人
」
以
外
の
人

（
所
得
の
な
か
っ
た
人
、
扶
養
控
除
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
人
も
申
告
を
お
願

い
し
ま
す
）

◎
持
参
し
て
い 

た
だ
く
も
の

　

 

認
印
、
源
泉
徴
収
票
、
農
業
や
事
業

所
得
の
あ
る
人
は
収
入
と
支
出
の
わ

か
る
書
類
、
保
険
料
支
払
証
明
書
、

そ
の
他
必
要
書
類

・
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人

・ 

年
末
調
整
を
し
た
給
与
所
得
の
み
の
人

問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課
住
民
税
係

七
六
‐
〇
五
〇
一

申
告
が
必
要
な
人

申
告
の
必
要
が
な
い
人



12 月の契約（入札分）結果12月の契約（入札分）結果

前年度利用者数　6,102 

前年度利用者数　1,455 

前年度利用者数　750

施設利用のようす/12月 平成21年12月の利用者数 12月までの累計利用者数 

前年度利用者数 　188,567 
営業当初からの累計利用者数 1,867,660

 5,807 （5,715） 

 2,660 （1,127）  

 938 （748） 

 140,470 （142,940） 

 164 （198） 

 340 （102）  

 23 （22） 

 11,755 （12,505） と う え い 温 泉  

千 代 姫 バンガロー 村  

森林体験交流センター 
「スターフォーレスト御園」 

交 流 促 進 セ ン タ ー  
「 千 代 姫 荘 」 

施設利用のようす/12月 ※カッコ内は前年度同月による 「単位：人」 施設利用のようす/12月 

サービスエリアで見つけてね！！
　12 月 18 日、愛知県と中日本高速道路株

式会社との包括的提携協定締結式が行われ

ました。その代表的な取り組みとして、チェ

ンソーアート作品を愛知県内の全サービスエ

リアに設置し、今年 10月名古屋市で開かれ

る COP10 と、

5 月 29・30 日

に東栄町で行わ

れるチェンソー

アートの世界

大会のＰＲにも

つなげていきま

す。

写真を撮って応募しよっ！！
　チェンソーアート世

界大会に先駆け、「チェ

ンソーアート・フォトコ

ンテスト」を開催中で

す。大好きなチェンソー

アート作品、思いがけ

ないところで見つけた

チェンソーアート作品

など、あなたのお気に

入り写真をぜひご応募ください。

応募締切　平成 22年 3月 23日 ( 火 )

問い合わせ先・応募用紙配布先

　役場経済課　電話 76－ 1812

平成22年2月号  No.6027

［単位：千円］

工事名等 業者名 落札価格 (予定価格 )

公用車購入（トヨタエスティマ・霊柩車仕様） （株）中部自動車 3,645.252

防犯カメラ設置工事 スギヤマ電業（株） 5,130

防災行政無線 (同報系 ) 親局直流電源装置バッテリー交換修繕 中央電子光学（株）名古屋支店 1,400

木製学習机及び椅子購入 （株）新城家具販売 2,520

B&Gプール上屋改修工事 （株）田中組 19,450 （19,570）

東栄町斎場葬祭棟建設工事設計監理業務 八幡建築事務所  1,750

御園簡易水道（町道坂場線）減圧弁更新工事 昭栄工務店 1,720

川角地区かんがい排水整備工事 （有）森建設 3,900

東栄中学校技術室棟耐震補強工事 昭栄工務店 1,970

東栄病院特殊入浴室整備工事 （株）村雲工務店 11,700   (11,751)

小学校 ICT環境整備機器購入 教育産業（株）豊橋営業所 15,740   (15,761)

中学校 ICT環境整備機器購入 教育産業（株）豊橋営業所 17,780  (17,969)
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　かけこみ 110番とは、子供やお年寄りが誘拐や暴力などの犯罪被害にあったり、あいそうになっ
たと助けを求めに来た時、「在宅・訪問OK」の目印として町内各地区の家の前に青色のカラーコー
ンを設置したものです。
　東栄町商工会では、「かけこみ 110 番の家マップ」を作成し、各小学校の児童に怖くなったら
声を出し、かけこみ 110番の家へ行くように啓発を行いました。

　また、児童たちは見守りのお礼とお願いに、かけこみ
110 番 の 家
を訪問しまし
た。

　古戸おいでん塾は、古戸地区の住民で構成された「ひじり

会」のメンバーが中心となって、都会の人を対象に地域住民

と交流しながら田舎暮らしのおもしろさ、大変さを知っても

らい、ゆくゆくは古戸地区に住んでもらおうと平成 20年度

から始まった事業です。

　2年目となる今年は 6回のおいでん塾が開催され、都会か

ら毎回約 20名程が参加し、平茸の菌打ち、芋などの植え付

けや、鮎のひっかけ、盆踊り、収穫

祭などを交流を通した体験を行いま

した。

　参加者たちからは、地区の人た

ちと仲良くなれてよかった。次回は

もっと長く滞在したいなどの声が聞

かれ、来年度の活動が楽しみです。



9 平成22年2月号  No.602

　12 月 12 日、東京都東久留米市滝山地区で東京花祭りが開催さ
れました。これは、今回で 17回を迎える東京と御園地区共同の恒
例行事で、商店街広場の一角で 8時間、21種目が披露されました。

　東京に住む 2 歳
の子ども 4 人によ
る花の舞や、御園
花祭保存会による
榊鬼など地域や年齢を超えた舞いが披露され、
会場は 600 人ほどの観客とともに熱気に包まれ
ました。

　1月 16 日、( 社 ) 新城青年会議所主催による、新年賀詞交
歓会が愛知県民の森で開催されました。
これは、奥三河地域の 4市町村で市民活動やまちづくり活動
を行っている人たちを対象に、各団体の結びつき・協力を深め
ることによってこの地域を盛り上げていくことを目的として行

われたものです。
　東栄町からは「町民の会」のみなさんが参加
し、約 20団体、60名の他市町村の参加者と情
報交換を行いました。
　また、奥三河産の食材をふんだんに使った料
理も出され、素材を活かした素晴らしい味に、
参加者たちの交流もより深まったようです。
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12 月 27日
奥三河サッカー交流会
新城総合公園にて

12月 18日　本郷・三輪地区

12月 15日　振草地区

町外研修　あいち健康プラザ（大府市）



平成22年2月号  No.60211

への感謝の気持ちを述べ、現在は保健師の勉強をして
おり自分の夢に向かっ
て一歩一歩あるいてい
く、とこれからの人生
の抱負を語りました。

　1月 10日、東栄中学校で成人式が行われました。
　式では、町長から「自分の力で考え、自分の力で判断し、実行できる人」になってほしい。そして、
「少欲知足」つまり、今の時代だからこそ、大人になった今、「足りることを知る」精神を生かし
た生き方をしてほしい。また、生まれ育った東栄町を大切にし、まちづくりに参加してほしいと
いうお祝いの言葉が述べられました。
　新成人誓いの言葉では、代表の海道梨菜さん（本郷）がここまで育ててくれた親、恩師、地域

恩師、
おさななじみ、
旧友と…

入場前のようす

　1月 16・17日、名古屋大学で「花祭の過去・
現在・未来」と題した公開シンポジウムが行わ
れました。
　ここでは、様々な観点からの花祭の価値につ
いてや、存続が危ぶまれている花祭の継承につ
いてセッションが行われたほか、小林地区と豊
根村の花祭保存会による実演が行われ、参加し
た約 300人の観客を魅了しました。
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人
は
、
あ
い
ち
電
子
調
達
共
同
シ
ス
テ
ム

を
利
用
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
申
請
期
限　

2
月
15
日
（
月
）
ま
で

※
随
時
受
付
は
4
月
1
日
（
木
）
か
ら

詳
し
く
は
、
町
H
P
か
ら
リ
ン
ク
す
る
電

子
申
請
・
電
子
入
札
の
概
要
等
は
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
企
画
課
財
政
係　

七
六

－

〇
五
〇
二

　

県
で
は
、
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
に
ご
協

力
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。
モ
ニ

タ
ー
の
主
な
仕
事
は
、
日
常
生
活
の
中
で

危
険
と
思
わ
れ
る
商
品
、
不
当
な
表
示
、

悪
質
商
法
、
生
活
必
需
品
の
価
格
動
向
な

ど
の
観
察
・
通
報
、
年
4
回
程
度
の
調
査
、

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
な
ど
で
す
。

◇
応
募
資
格

①
県
内
在
住
で
満
20
歳
以
上
の
方

② 

愛
知
県
が
開
催
す
る
次
の
研
修
会
の
い

ず
れ
か
に
出
席
で
き
る
方
（
交
通
費
自

　

今
年
も
火
災
が
発
生
し
や
す
い
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
、

「
消
え
る
ま
で

　
　

ゆ
っ
く
り
火
の
元　

に
ら
め
っ
子
」

を
統
一
標
語
に
、
3
月
1
日
か
ら
3
月
7

日
ま
で
の
一
週
間
、
全
国
春
の
火
災
予
防

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
季
節
は
、
空
気
が
大
変
乾
燥
し
、

火
災
が
発
生
し
や
す
い
気
候
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
運
動
を
機
会
に
、
防
火
意
識

を
高
め
、
火
災
の
な
い
街
づ
く
り
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
22
・
23
年
度
に
町
が
発
注
す
る
建

設
工
事
、
設
計
・
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
等
、
お
よ
び
物
品
製
造
・
販
売
、

物
品
買
受
け
、
役
務
提
供
等
（
業
務
委
託

等
）
の
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る

己
負
担
）

※
予
定　

平
成
22
年
4
月
21
日
（
水
）（
豊

橋
）、
4
月
23
日
（
金
）（
名
古
屋
）、
4

月
28
日
（
水
）（
岡
崎
）

◇
謝
礼　

年
額
7
千
円
（
予
定
）

◇ 

募
集
期
間　

1
月
25
日
（
月
）
か
ら
2

月
19
日
（
金
）
ま
で
（
消
印
有
効
）

◇ 

応
募
方
法　

市
区
町
村
役
場
、
各
県
民

生
活
プ
ラ
ザ
で
配
付
す
る
所
定
の
応
募

用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

新
城
設
楽
県
民
生
活
プ
ラ
ザ　

〇
五
三
六

－

二
三

－

八
七
〇
〇

●対象者

・ 認定基準に該当する肝機

能障害のある方

・ 肝臓移植を受け、抗免疫

療法を実施している方

●手続き

・ 申請書、診断書、写真（タ

テ 4cm ×ヨコ 3cm）を

役場住民課へ提出してく

ださい。

問い合わせ先

　役場住民課住民福祉係

　76 － 0503

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.p
ref.aich

i.jp
/k
en
m
in
/

shohiseikatsu/m
onitor/

　

昨
年
12
月
に
農
地
法
が
改
正
さ
れ
、
相

続
に
よ
り
農
地
の
権
利
を
取
得
し
た
場
合

に
は
、
そ
の
旨
を
農
業
委
員
会
に
届
け
出

る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
届
け
出

の
様
式
等
は
役
場
経
済
課
農
政
係
（
七
六

－

一
八
一
二
）に
備
え
て
あ
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

入
札
参
加
資
格
 

　
　
　
　
 定
時
申
請
 

平
成
22
・
23
年
度
 

 春
の
火
災
予
防
運
動
が
 

は
じ
ま
り
ま
す
 

愛
知
県
 

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
 

農
地
を
相
続
し
た
ら
 

農
業
委
員
会
へ
届
け
出
を
 



平成22年2月号  No.60213

◆
お
悔
や
み

氏　

名

年
齢

住
所

平　

賀　

勇　

作

77

下
川

鈴　

木　

ふ　

み

88

下
川

青　

山　
　

清

85

振
草

熊　

谷　

正　
　

87

振
草

洞　

口　

あ
け
こ

84

園

藤　

原　

文　
　

92

園

鳥　

山　
　

由

86

御
殿

今　

泉　

ヲ
ト
エ

91

本
郷

月
　
日
〜
　
月
　
日
受
付 

※
戸
籍
の
窓
口
は
家
族
の
人
が
了
解
さ
れ
た
場
合
の
み
 

 
掲
載
し
て
い
ま
す
 

16

15

1

12

そ
の
一
言
で

東
部
小
学
校
5
年　

伊
藤
幸
祐

　

ぼ
く
は
、
少
年
野
球
チ
ー
ム
に
入
っ
て
い

ま
す
。
全
員
で
30
人
ほ
ど
の
山
の
中
の
チ
ー

ム
で
す
。
だ
か
ら
、
勝
つ
こ
と
は
少
し
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。

　

で
も
、
ぼ
く
達
が
試
合
に
勝
つ
と
き
、
必

ず
一
人
の
ス
ー
パ
ー
マ
ン
が
登
場
し
ま
す
。

そ
の
ス
ー
パ
ー
マ
ン
と
は
、
ぼ
く
達
の
チ
ー

ム
の
キ
ャ
プ
テ
ン
で
す
。

　

キ
ャ
プ
テ
ン
の
声
は
、
広
い
グ
ラ
ン
ド
に

響
き
わ
た
り
ま
す
。
は
げ
ま
し
や
勇
気
づ
け

て
く
れ
る
言
葉
が
、
グ
ラ
ン
ド
い
っ
ぱ
い
に

な
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
ど
の
チ
ー
ム
の
キ
ャ

プ
テ
ン
に
も
負
け
な
い
大
き
な
声
で
す
。

　

夏
季
大
会
が
あ
り
ま
し
た
。
大
き
な
市
の

チ
ー
ム
と
の
対
戦
で
し
た
。
お
互
い
に
が
ん

ば
り
、
試
合
は
0
対
0
の
ま
ま
進
ん
で
行

き
ま
し
た
。
点
も
入
ら
な
い
の
で
、
チ
ー
ム

の
声
も
だ
ん
だ
ん
小
さ
く
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。
そ
の
時
キ
ャ
プ
テ
ン
が
、

「
円
陣
組
む
ぞ
。」

と
言
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

「
こ
の
回
に
点
を
取
る
ぞ
。
ベ
ン
チ
も
も
っ

と
声
を
出
せ
。」
と
言
い
ま
し
た
。
こ
の
言

葉
で
ぼ
く
達
の
チ
ー
ム
に
火
が
つ
き
ま
し

た
。
ヒ
ッ
ト
を
打
て
ば
、
み
ん
な
で

「
ナ
イ
ス
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
。」

盗
塁
を
し
た
と
き
は
、

「
ナ
イ
ス
ラ
ン
。」

な
ど
、
ど
ん
な
さ
さ
い
な
プ
レ
ー
に
も
、
ベ

ン
チ
に
い
る
子
み
ん
な
が
声
を
出
し
、
盛
り

上
げ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
人
ひ

と
り
が
ボ
ー
ル
を
し
っ
か
り
見
て
、
四
球
や

ヒ
ッ
ト
で
つ
な
ぐ
野
球
が
で
き
、
大
量
得
点

に
結
び
つ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
守
り
で

も
、

「
ナ
イ
ス
キ
ャ
ッ
チ
。」

「
ナ
イ
ス
カ
バ
ー
。」

な
ど
、
声
を
か
け
あ
っ

て
、そ
の
試
合
に
勝
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

大
き
な
声
を
掛
け
合
う
こ
と
で
、
チ
ー
ム

が
一
つ
に
な
り
、
い
つ
も
よ
り
大
き
な
力
を

出
す
。
こ
れ
は
、
ぼ
く
達
の
チ
ー
ム
の
大
き

な
武
器
で
す
。
す
ご
い
ピ
ッ
チ
ャ
ー
や
バ
ッ

タ
ー
が
い
る
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
、
一
つ

の
声
や
言
葉
で
一
人
ひ
と
り
が
小
さ
な
力
を

発
揮
し
、
大
き
な
力
に
変
え
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。

　

で
も
、
考
え
て
み
る
と
、
声
で
チ
ー
ム
が

勝
つ
と
い
う
の
は
す
ご
い
こ
と
だ
け
れ
ど
、

不
思
議
な
こ
と
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
、
社
会
に
は
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
多
い
と

思
い
ま
す
。
仕
事
を
な
く
し
た
人
が
多
く
い

た
り
、
殺
人
事
件
も
多
く
あ
り
ま
す
。
人
の
心

も
暗
く
な
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

で
も
、
そ
ん
な
と
き
に
キ
ャ
プ
テ
ン
の
よ

う
に
人
を
勇
気
づ
け
た
り
、
や
る
気
を
出
さ

せ
る
言
葉
を
元
気
よ
く
か
け
て
あ
げ
ら
れ
た

ら
、
社
会
の
人
み
ん
な
が
ぼ
く
達
の
チ
ー
ム

の
よ
う
に
一
つ
に
な
り
が
ん
ば
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
う
い
う

言
葉
を
か
け
ら
れ
れ
ば
人
と
人
の
つ
な
が
り

が
で
き
て
、
人
が
や
さ
し
く
な
り
、
殺
人
事

件
な
ど
も
減
る
と
思
い
ま
す
。

　

ぼ
く
は
、
ま
だ
声
を
か
け
ら
れ
る
立
場
だ

け
れ
ど
、
キ
ャ
プ
テ
ン
の
よ
う
に
声
を
か
け

る
立
場
に
な
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
人
が
増
え
て
い
け
ば
、
社
会
が
明

る
く
な
っ
た
り
、
安
心
で
き
る
よ
う
に
な
る

と
思
う
か
ら
で
す
。

◆
お
誕
生

氏　

名

年
齢

住
所

伊　

藤　

柑　

奈

洋
平

本
郷

　

第
59
回
”社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
“
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
東
部
小
学
校
5
年
の
伊
藤
幸
祐

君
の
作
文
が
「
名
古
屋
保
護
観
察
所
長
賞
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

愛
知
県
内
の
小
中
学
生
各
7
名
が
受
賞
し
、
12
月
22
日
、
名
古
屋
市
で
行
わ
れ
た
表
彰
式
に
も
参

加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
受
賞
し
た
作
文
を
紹
介
し
ま
す
。

か
ん　
　

 

な

い
と
う
こ
う
す
け



困った時は 
早めに相談しましょう！ 消費者トラブル 消費者トラブル 消費者トラブル 
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　訪問販売など、消費者にとって不意打ちにな
るような取引では、クーリング・オフ制度を使
うことで、一定期間内（8日 ※ただし例外あり）
は無条件で契約を解除できます。また、「嘘の
効能・効果をうたった勧誘」「業者に帰るよう意
思表示しても帰らない」などの場合、「消費者契約法」によって契約の取り消しが可能なこともあるので、
あきらめないでご相談ください。

○相談・問い合わせ先

東栄町役場経済課 76 － 1812 または、新城設楽県民プラザ 0536 － 23－ 8700

　これは、昨年の 4～ 9月の間に「新城設楽県民プラザ」に寄せられた“消費者トラブル”に関する
相談件数です。東栄町にお住まいの方からは 12件の相談があり、うち 4分の 1が 70歳以上のお年寄
りからでした。その相談内容は、「健康機器・食品や布団類の訪問販売」によるトラブルが数多く聞か
れています。
　そこで、実際にあった相談内容と、その対応を紹介させていただきます。

新城・設楽で「187 件」　　～ 東栄町でも「12件」 ～

　早めにご相談いただいたので、相
談者にクーリング・オフの方法を伝
え、契約を解除する旨の通知を送り、
梱包した商品を着払いで返送してい
ただきました。担当者からも業者へ
返金方法等を連絡し、支払った全額
を現金書留で相談者に返金されまし
た。

　ちなみにこの低周波治療器は、薬
事法で定める医療用具として承認を
受けておらず、効能・効果をうたっ
て勧誘することができないものでし
た。

　「今、家にいますか？」と女性から電話が
あった後、大柄な男性 2人が「膝が痛いそ
うですね。」と言い訪ねてきました。課長と
呼ばれる男性が「機械が新しくなったので紹
介させてください。」としつこく粘るので、
仕方なく説明だけ聞くことにしました。
　「身体に当てると自動的にツボを探して血
行がよくなる。」など１時間ほど説明を受け
ました。さらに「通常は１年保証ですが、今
なら 4年間のアフターサービスを付けます。
定期的に様子を見に来るので 安心してほし
い。」と勧誘され「どこも悪くないしいらな
い。」と伝えたのですが帰ってもらえず、仕

方なく契約してし
まいました。
　年金暮らしに高
額な機械はいらい
らないのでやめた
いです…。
（70代女性の相談）



○
優
良
講
習(

ゴ
ー
ル
ド)

の
人

　
　

 

更
新
手
続
き
の
後
、
警
察
署
内
で

30
分
程
度
の
講
習
後
、
交
付
。

○
高
齢
者
講
習
済
の
人

　
　

更
新
手
続
き
後
、
交
付
。

○
一
般･

違
反
運
転
者
講
習
の
人

　
　

 

手
続
き
し
た
次
の
講
習
日
に
交

付
。

平成22年2月号  No.60215

◆東栄町の犯罪発生状況（12月中）

◎刑法犯総数 2 件 （12）
・窃盗犯 1 件 （9）
［自動販売機ねらい］ 0 件 （0） 
［車上ねらい］ 0 件 （1） 

参考）郡内の犯罪発生状況（11月中）

◎刑法犯総数 3 件 （38）
・窃盗犯 2 件 （28）

　

振
草
駐
在
所
が
本
年
3
月
31
日
付
け

で
廃
止
に
な
り
ま
す
。
現
在
建
物
は
取

り
壊
し
工
事
中
で
す
が
、
3
月
ま
で
は

現
駐
在
所
員
が
重
点
的
に
警
戒
し
、
4

月
1
日
か
ら
中
設
楽
駐
在
所
の
受
け
持

ち
に
変
わ
り
ま
す
。

　

廃
止
後
も
今
ま
で
通
り
警
戒
し
て
参

り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

警
察
へ
の
通
報
は
今
ま
で
通
り

○
緊
急
の
場
合　

一
一
〇
番

○
要
望
・
ご
意
見
は　

＃
九
一
一
〇
番

　

ま
た
は
、
設
楽
警
察
署

六
二

－

〇
一
一
〇

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

月
例
会
成
績
表
 
1
月
3
日
／
恵
真
館
道
場
 

平
成
22
年
1
月
 

1
部
　
 優
勝
 
金
　
田
　
多
賀
二
 

 

2
位
 
伊
　
藤
　
　
　
美
 

 

3
位
 
三
　
城
　
信
　
和
 

2
部
 
優
勝
 
藤
　
田
　
孝
　
雄
 

 

2
位
 
森
　
上
　
祥
　
高
 

 

3
位
 
伊
　
藤
　
　
真
 

女
子
 
優
勝
 
伊
　
藤
　
礼
　
子
 

 

2
位
 
諏
　
訪
　
貴
　
子
 

新
年
射
会
成
績
 

 

優
勝
 
金
　
田
　
多
賀
二
 

 

2
位
 
伊
　
藤
　
　
　
美
 

 

3
位
 
三
　
城
　
信
　
和
 

 

金
的
 
金
　
田
　
和
　
敏
 

※（  ）内は 1月からの累積

No.214

講
習
日
／
2
月
18
日
、
3
月
11
日

振
草
駐
在
所
の
廃
止

免
許
更
新
の
案
内
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環境にやさしい大豆油インキを 
使用しています。  
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　毎年恒例となった、商工会主催のイルミネーションフェ
スタ。今年も数多くのイルミネーションが、東栄町の冬の
夜を彩りました。
　どのイルミネーションも個性と工夫がキラリと光ってい
ました。

　みなさん、写真はどこ
のイルミネーションかわ
かりますか？

楽
し
み
、
特
技
な
ど

　

保
育
園
の
頃
ま
で
東
栄
町
で
過
ご
し
、
そ
の
後

東
京
へ
。
Ｕ
タ
ー
ン
で
戻
っ
て
き
て
約
15
年
。
現

在
は
、
三
信
鉱
工
の
社
長
と
し
て
活
躍
中
で
す
。

ま
た
、
新
城
青
年
会
議
所
Ｏ
Ｂ
と
し
て
、
新
城
以

北
の
ま
ち
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
す
る
傍
ら
、
東

栄
町
の
ま
ち
づ
く
り
町
民
の
会
の
メ
ン
バ
ー
で
も

あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
三
崎
さ
ん
の
趣
味
は
「
車
」。

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
新
城
ラ
リ
ー
は
、
支
援
委
員

と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。
い
つ
か
、
ラ
リ
ー
の

世
界
選
手
権
を
東
栄
町
に
誘
致
し
た
い
！
と
熱
い

夢
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

私
の
東
栄
町
お
す
す
め
情
報

　

御
園
天
文
台
の
フ
ァ
ン
は
県
外
・
町
外
に
た
く

さ
ん
い
ま
す
。
そ
ん
な
フ
ァ
ン
の
人
た
ち
を
大
切

に
し
た
い
で
す
。

三
崎　

順
一
さ
ん
（
振
草
）

東
栄
町
在
住
歴　

20　　
年

※ 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
東
栄
町
に
住
む
人
を
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。
来
月
は
、
今
月
登
場
し
た
人
に
紹

介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

冬の夜の彩り
～第 3回東栄イルミネーションフェスタ～


